
第４号様式 

 

事業実績書 

事業名 START『自分のお店を開こう』 実践編 ～街への出店～ 

場所 沼津市大岡１９７２－６・町方町７０地内 

期間   平成 ２９ 年 １０ 月 １ 日 ～ 平成 ３０ 年 ３月 ２０ 日 

 日程 実施項目・作業項目 

事 

業 

内 
容 

 ※ 実施内容、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、スケジュールも併せてわかりやすく記載

してください。 

 イベントや研修会等の行事日程だけでなく、事業期間すべてにわたる実施内容を記入してください。

(打合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討会など) 

以下のとおり、ＤＩＹ系ワークショップ及び座学系ワークショップ、イベント

出店体験を行った。 

 

H29.10.6 屋台制作ワークショップ 

於：小商い研究室 5 名 

       初回は全員参加のワークショップ

形式で実施し、以降は各々の都合や

作業内容の興味に合わせて三々

五々集まって作業を行った。 

       1 月までの間に屋台やカウンター

を制作し、実際にイベントで使用し

てみた。 

 

 



H29.10.25 『沼津で何かやりたい人の会議』 

於：小商い研究室 10 名 

自己紹介から始まり将来の夢や目標を発表。 

参加者からは刺激になった との感想。 

一緒にやりたいと参加者が小商い研究室の取り組みに興味。 

 

H29.12．2 『ゆる～い忘年会』 

於：小商い研究室 30 名超 

 忘年会と称して、実際の独立希望者を集めて異業種交流会を開催。 

１名小商い研究室メンバーとなり独立に向け参加。 



H29.12.5 『クリエーターズミーティング』 

於：アンティークドア 10 名程度 

 映像作家やフライヤ－作成のデザイナーで起業している人で異業種

交流会兼今後のミーティング。 

Antiquedoor の１階テストテナント利用者を参加者でバックアップ

することが決定。 

 

 

H20.1.5 『クリエーターズミーティング』 

於：アンティークドア 10 名程度 

 

H30.1.7 『忘年会よりさらにゆる～い新年会』 

於：小商い研究室 15 名程度 

      新年会と称してサポート側と独立予定者の進捗発表。 

参加者が無事開業届。独立。 



H30.2.3 『みんながちょっとやりたいことを、やってみようの会』 

於：小商い研究室 30 名程度 

      副業を仕事にする疑似体験会。 

イベントで利益を出す経験をしました。 

 

  

H30.2.21  Have a good “Wendnesday story” 

     於：小商い研究室 ６名 

 
 



H30.3.1  事前準備  

於：アンティークドア ３名 

 

H30.3.3  事前準備  

於：小商い研究室 

 

H30.3.10 『はじまりの森』ワークショップ出店  

於：裾野市 小商い研究室メンバー 

 

 

 



 

 



 

H30.3.16 事後ミーティング 

事業効果 

※ 事業の効果を記載してください。 

  ソフト部門のステップアップ型事業・ハード部門４事業については、事業計画書において設定した、

成果指標と数値目標による評価を記載してください。 

今回 10 月に策定したことは、小商い研究室(週末起業型シェアオフィス)のメン

バーとマルシェ出店を経験し起業前の練習に役立てること。 

ただ練習だけでなく自分たちの作った什器を持ち込み当方主催のイベントで使

用し売上を上げる実体験を経験することができた。 

 

今後の活動予定 

小商い研究室内にマルシェブースを計画中。 

参加者で自ら主催イベントを拡大予定。 

イベント時の売上の上げ方を実体験できる座学講習会を計画中。 

アンティークドア内でテストテナントをオーディション中。 

入居者と新商品開発等の開発を計画中。 

大家・サポーター(コワーキング入居クリエーター達)・プレーヤー(独立出店者)

の連携により開業者支援を継続中。 

自己評価 

計画→実行の流れができてきて一応の成果は出てきた。 

ファンド事業も１年超の取り組みとなり初期から継続して参加いただいている

方は開業したメンバーも結構な割合出てきた。 

引き続き開業時の後押しが出来る様取り組みを継続していきたいと思う。 


